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親が子にさまざまな期待を向けつつ子育てを
行うことは，洋の東西を問わない。子にとって
この期待は，ある時は大きな励みになり，また
ある時は大きな負担になる。いずれにしても，
育ち方を，そして人生を決める要因となる。多
くの研究がその影響力の大きさを明らかにして
おり（Carvalhaes, 2010; Catsambis, 2001; Singh-
Manoux, Fonagy, & Marmot, 2006），期待が過
剰だとしてもあまり否定的にとらえないほうが
よいという見解（刀根, 2012）さえある。

近年では，親の期待そのものというよりも，
子がそれを認知することのほうに着目した研究
が多く見られる。養育行動の研究では，親が子
について思っているものと子がとらえているも
のとが同じではないことが広く知られ，検討対
象となっている（De Los Reyes & Kazdin, 2005
参照）。親が子に向ける期待についても，その
ような不一致が見られる。親の期待と子におけ
るその認知とを対比させた上山（2007）は，子
が認知する以上に親自身の期待は高いことか
ら，子は必ずしもその全てを受け止めているわ
けではないと指摘している。

親の中に期待が存在するだけで自動的に影響
が発生するわけではなく，それが当人に認知さ
れて初めて，子が親の期待に応えようとした

り，あるいは期待に反発したりすることは自明
で あ る。Kreider, Caspe, Kennedy, & Weiss

（2007）も，親が期待をどれだけ伝えコミュニ
ケートするかが重要であると指摘している。そ
のため，親からの期待の認知に着目することは
その影響力の本質をとらえるために有用であ
り，研究数も増えている。そして，渡部・新井

（2008）はその研究動向を整理しつつ，複数の
認知的成分に焦点を当てた検討を行っていく必
要性があると論じている。これを受けるように
して，近年の研究は，期待の多寡のみに留まら
ず，その期待の受け止め方，受け止めによる負
担感や動機づけの促進，それらから心理的適応
への影響といった側面まで射程を広げるように
なってきている（例えば，武田, 2011; 渡部・新
井・濱口, 2012）。

一方で，そういった変数に影響を及ぼす基と
なる親からの期待の認知自体が，どのような要
因によりどのように影響されるかという視点
は，必ずしも多く見られるものではない。それ
も，学校段階，期待する側の父母の別，国際比
較といった，社会調査としては一般的ではある
が心理学の立場から見ると外形的な印象の強い
変数を取り上げたものが大半である。親子関係
と期待の認知との関係については勝田（2009）
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が検討しているが，類型的に親子関係をとら
え，あくまで親から子への影響として扱ってい
る。武田（2011）も親子関係に関する検討を
行ってはいるが，そもそも期待の認知自体は取
り上げていない。したがって，親からの期待の
心理学的研究において重視されてよい中核的な
変数でありながら，期待を受ける側の内的，特
性的な要因との関連の解明は進んでいないと言
わざるを得ない。

そこで本研究では，親からの期待の認知と，
特性要因である自閉症スペクトラム傾向との関
連に着目し，自閉症スペクトラム指数（Autism-
Spectrum Quotient: AQ）を用いることで検討
する。Kanner（1943, 1949）以来しばらくの間
は，自閉症は特異な情緒障害としてとらえられ
ることが多かったが，近年ではアスペルガー障
害や高機能自閉症への理解や関心が学術的にも
社会的にも高まったこともあり，医学的に自閉
症と診断される人とそうでない「健常者」とが
本質的には連続しており，その傾向（本稿では

「自閉症スペクトラム傾向」と表記する）の強
さが安定した個人差として広汎に存在するとい
う自閉症スペクトラム仮説が注目や支持を集め
て い る。AQは そ れ を 定 量 的 に 測 定 す る，
Baron-Cohen, Wheelwright, Skinner, Martin, & 
Clubley（2001）によって開発された心理尺度
である。自閉症やそのスペクトラムに見られる
典型的な特徴の一つに，他者の意図や関心の推
測ないしは検出，あるいはそれへ関心を持つこ
とが困難であるということが挙げられる。する
と，親からの期待の認知は，この自閉症スペク
トラム傾向の影響を受けると予測される。この
傾向が強ければ，親から自分に期待が向けられ
ていても，それを適切に理解し認知することは
難しくなるだろう。

ところで，春日・宇都宮（2011）は，親の期
待の認知に関して「人間性期待」「教育・就職
期待」の 2 因子を得たうち，前者には性差があ
り，女性のほうが男性よりも高いという結果を
報告している。また，河村（2003）は 5 因子を
得ているが，春日・宇都宮（2011）では性差が

認められなかった「教育・就職期待」に内容的
に類似した「就職期待」因子においては性差を
認めており，同様に女性のほうが男性よりも高
い。この差の原因を，河村（2003）は今日の学
校や日本社会のジェンダー的要因に求めてい
る。しかし，AQ得点にも性差があり，男性の
ほうが高いという報告がある（若林・東條・
Baron-Cohen・Wheelwright, 2004） こ と か ら
は，そのような社会文化的な外部要因を考えず
とも，本人の自閉症スペクトラム傾向という個
人内の安定的な特性に基づいて説明できる可能
性がある。もし，予測通り，AQの高さが期待
の認知を低くするのであれば，春日・宇都宮

（2011）や河村（2003）でみられたような，男
性で期待の認知が低く，女性で高いという性差
は，AQが男性で高く，女性で低いという報告
と対応させることで説明が可能となる。

一方で，性差については否定的な知見を得て
いる研究も見られる。子安・郷式（2007）は，
期待の認知の15項目ある質問項目毎の分散分
析，および全項目を込みにした多変量分散分析
のいずれにおいても性差を見いだしていない。
そこで本研究では，春日・宇都宮（2011）が報
告している性差の再現性についても検討対象と
する。そのため，春日・宇都宮（2011）と同様
に，大学生を対象とした質問紙調査によって検
討を行うこととする。

方法

調査参加者　首都圏の大学に在学する大学生
141名（男性110名・女性31名; 平均年齢19.28
歳）が調査に参加した。
手続き　授業終了後に調査協力を依頼し，質

問紙を配布し回答を求めた。調査時期は，2012
年 5 月であった。
質問紙　配布された質問紙には，フェイス

シートに続き以下の質問項目を配置した。
①父親からの期待の認知　大学入学までに父

親（ないしはそれに相当する人物）からかけら
れた期待についての29項目を使用した。これ
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は，春日・宇都宮（2011）の本調査の分析で，
因子分析の結果採用された「人間性期待」18項
目と「教育・就職期待」11項目とをほぼそのま
ま用いたものであった。変更点は，春日・宇都
宮（2011）での「挨拶が出来る人間になってほ
しい」「良い伴侶を見つけてほしい」を，常用
漢字表に含まれない漢字 1 ）を避けるなどして
調査参加者にとっての読みやすさや分かりやす
さを向上させるべく，それぞれ「あいさつがで
きる人間になってほしい」「良い結婚相手を見
つけてほしい」と修正した点である。なお，父
親ないしはそれに相当する人物が思い当たらな
い場合には，この設問への回答は飛ばすよう教
示した。

②母親からの期待の認知　大学入学までに母
親（ないしはそれに相当する人物）からかけら
れた期待について，父親についてのものと同一
の29項目を使用した。対象人物が思い当たらな
い場合には飛ばすよう教示したことも同様であ
る。

③自閉症スペクトラム指数（AQ）　若林他
（2004）によって，Baron-Cohen et al.（2001）
のAutism-Spectrum Quotientの日本語版とし
て翻訳および標準化が行われた全50項目を使用
した。ただし，若林他（2004）の原版では，項
目中の句読点が「，」「．」となっているが，本
研究では全て「、」「。」に改めた。

④恥に対する過敏性　AQに続けて，落合・
阪（2002）からの10項目を配置したが，本研究
とは異なる研究目的のために付加したものであ
り，ここでの分析対象にはしない。

以上全てに対して， 1 ．あてはまる　 2 ．ど
ちらかといえばあてはまる　 3 ．どちらかとい
えばあてはまらない　 4 ．あてはまらない　の
4 件法により回答を求めた。

結果

回答不備等がなく全項目に回答した119名
（男性92名・女性27名）のデータを分析対象と
した。統計的検定の有意水準は，全て.05とし
た。
期待の認知の内的一貫性　春日・宇都宮

（2011）が用いたもののそのままではなく，一
部の表記を変更して実施したため，念のため
Cronbach（1951）のα係数を算出し内的一貫
性を確認した。その結果，父親の「人間性期
待」でα=.949，「教育・就職期待」でα=.907，
母親の「人間性期待」でα=.952，「教育・就職
期待」でα=.922といった係数が得られ，いず
れも十分な内的一貫性が確認された。春日・宇
都宮（2011）の報告では，父母の得点を合算し
た上で内的一貫性を検討しているが，そこでは

「人間性期待」でα=.92，「教育・就職期待」で
α=.90と報告されていることから，それらと比
べても良好な値が得られたといえる。
性差の分析　回答者の性別毎に，父親・母親

別それぞれからの各期待の認知について項目得
点の平均（期待の認知が強いほど値は低くな
る）を求めたところ，図 1 のようになった。そ
れぞれに対応のある t 検定を行ったが，有意な
差が認められたものはなかった（ts（117） = 
.266, .458, 1.281, .012）。

性別を参加者間要因，父親／母親および期待
の種類を参加者内要因とした 3 要因混合計画に
よる分散分析を行ったところ，父親／母親の主
効果が有意であり（F（1, 117）= 14.72），父親
からの期待の認知よりも母親からの期待の認知
のほうが強いことが示された。期待の種類の主
効果，性別の主効果，および 1 次の交互作用は
いずれも有意でなかった。 2 次の交互作用は有
意であった（F（1, 117）= 10.11）。

自閉症スペクトラム指数（AQ）は，自閉症
スペクトラム傾向が強いほど高得点となるよう
に単純合計し得点化された。対応のない t 検定
により性差の有無を検討したところ，t（117）

1 ）「挨」「拶」は現在の常用漢字表には含まれているが，い
ずれも2010年11月の公布で追加された漢字であることか
ら，高等学校までの教育で学ぶ機会がなかった調査参加者
も多いと考えられる。公布前に三好・生駒（2010）が行っ
た大学生を対象としての主観的出現頻度の調査でも，特に

「挨」の標準偏差は目立って高く，理解度に大きなばらつ
きがある可能性がうかがえる。
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= .102となり，有意な差は認められなかった。
期待の認知と自閉症スペクトラム指数との関
連　それぞれの期待の種類毎の強さ（評定値を
反転させたもの）とAQ得点との積率相関係数
は，表 1 に示したようになった。それぞれにつ
いて t 分布を用いた無相関検定を行ったとこ
ろ，父親の「教育・就職期待」，母親の「人間
性期待」および「教育・就職期待」が有意であ
り（ts（117）= 2.545, 3.009, 4.081），父親の「人
間性期待」のみ有意ではなかった。

考察

本研究は，親からの期待の認知と自閉症スペ
クトラム指数（AQ）との関連について，大学
生を対象とした回顧的調査によって検討するこ
とを目的とした。分析の結果は，一部を除き期
待の認知とAQとの間に負の相関関係があるこ
とを認め，AQが高いほど親からの期待の認知
の程度が低いことが明らかになった。これは，

自閉症スペクトラム傾向が強いと親から受けて
いる期待を適切に検出することが難しくなり，
期待の認知が生じにくくなるという予測を支持
するものである。

父親からの期待と母親からの期待とを比較す
ると，その認知は全体的にみて母親からのもの
のほうが強いという結果が得られた。これは，
定量的な質問紙調査や，半構造化面接による検
討（伊藤, 2009）のような質的手法も含む先行
研究において得られている父母差と合致し，整
合しているといえる。本研究の対象者のほとん
どが，男女共同参画が広くうたわれるように
なった1990年代後半以降の日本社会で育てられ
ており，父親の家庭回帰現象の顕在化（少子・
家庭政策研究所, 2007）とも接触があると考え
られるが，それでもなお父母差が認められるこ
とは興味深い。

親からの期待の認知については，春日・宇都
宮（2011）が性差の存在を報告する一方で，否
定的な研究も以前から見られることから，本研

表 ₁　親の期待の認知の強さとAQ得点との相関
父親　-

人間性期待
父親　-

教育・就職期待
母親　-

人間性期待
母親　-

教育・就職期待
-.125 -.229 -.268 -.354

図 ₁　条件毎にみた親からの期待の平均評定値
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究は性差の再現性を検討することも目的として
いた。その結果は，図 1 からも明らかであるよ
うに，春日・宇都宮（2011）の「人間性期待」

「教育・就職期待」の双方とも，性差を認めな
いというものであった。内的一貫性は十分にあ
り，春日・宇都宮（2011）が得たものとほぼ等
しいα係数が得られたことからは，本研究の
データの統計的信頼性に難があったことで有意
な差が得られにくくなったとは考えにくい。も
ちろん，本研究のほうが標本が小さいために，
検定力において劣るという考え方は，それ自体
は誤りではない。しかし少なくとも，本研究で
分析対象とした人数であっても，G*Power 3

（Faul, Erdfelder, Lang, & Buchner, 2007）を用
いて大きな効果量（Cohen, 1992）を検出でき
る検定力を求めると，.952という十分な値が得
られる。よって，親の期待の認知において何ら
の性差を認めない知見が他にも報告されている
こと，春日・宇都宮（2011）でも性差が得られ
るかどうかは諸条件のうち半々ずつであったこ
となどを考え合わせると，期待の認知における
性差は，もしあったとしても大きなものではな
いと考えるのが自然であろう。

AQ得点についても，本研究では性差は認め
られなかった。これは，若林他（2004）が大学
生から得た知見とは一致しない。そのため，親
の期待の認知について報告された性差をAQの
性差で説明できるのではないかという，本研究
が当初想定した可能性を当てはめることは難し
い。しかし，男性の得点が女性のそれを上回る
ことは，自閉症スペクトラムに関するBaron-
Cohen（2004）などの主張に沿うものではある
ものの，少なくともわが国では，必ずしも一貫
して明瞭に得られるものではないようである。
例えば，エゴ・レジリエンスや楽観性等との関
連を検討するためにAQ短縮版であるAQ-J-10
を用いた松田（2009）のデータを見ると，むし
ろ男子学生よりも女子学生のほうがやや高い傾
向がうかがえる。小林（2006）の調査では，広
汎性発達障害傾向を示す大学生は男性で5.0%，
女性で4.1%という比率であり，男性にやや多い

傾向はあるものの，大きな差であるとは言いに
くい。そもそも，若林他（2004）においても，
大学生では有意な性差が認められたが，それは
標本の大きさが 4 桁に上る検定力の高い状態で
得られており，合わせて行われた一般社会人を
対象とした検討では性差は仮説通りの方向では
あったものの，有意水準にまで達するものでは
なかった。コホート要因や，アスペルガー障害
の顕在化に地域差がある可能性（崎濱, 2006）
なども含むサンプリングに関わる要因が寄与し
ているのかも知れない。

親からの期待の認知に関する近年の研究は，
単に認知の多寡だけに焦点を当てるのではな
く，その期待の受け止め方，受け止めによる負
担感や動機づけの促進，それらから心理的適応
への影響といった，因果モデル的に見てより下
流に位置する変数へも関心を向けている。そう
いった研究の知見の範囲では，AQが高いこと
によって期待の認知が低減されたならば，これ
らの下流の変数にも順次，影響が波及していく
と想定できることから，本研究が示したものは
親の期待研究に広く関わる，意義のある知見で
あると考えることができる。一方で例えば，他
者からの期待への応え方には自閉症スペクトラ
ムに特徴的なパターンないしは偏りが想定でき
ることから，因果モデルの途中にもAQからの
影響が加わるなど，より複雑な形で関わってく
る可能性も考えられる。あるいは，親からの期
待と完全主義との間の関連（河村, 2003）と，
自閉症と完全主義との関連（Lawson, 2010）と
は，本研究の知見を挟むことでつながるように
見えるが，三者の関係はそう単純なものではな
い。親からの期待と完全主義とは正の関連を，
自閉症と完全主義とも正の関連を示すが，期待
とAQとの関連は負であり，三者全てを単純な
共変関係で結ぶことは成立し得ないためであ
る。では，これらの間の因果関係はどのような
ものなのであろうか。こういった視点を持ち込
みつつ，さらなる実証的研究を進めることで，
親の期待の認知とその影響過程に関して，より
精緻な解明が進むことが期待される。
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なお，本研究が示したAQとの関連について
は，技術的な制約のため，今回のデータからは
いくつかの異なる解釈を完全には排除すること
ができない。一つは，AQと期待の認知との双
方に影響するような第三の変数による偽相関の
可能性である。とはいえ，自閉症スペクトラム
傾向が発達早期から観察され安定性を持つこと
からは，それより時間的，原理的に先行するよ
うな第三の変数を想定することになり，AQを
従属変数のように扱う北添・泉本（2011）のよ
うな立場も見られるものの，やや不自然な解釈
ではある。これに関しては，パネル調査を行い
交差遅れ効果モデルを適用するなどの方法で，
変数間の因果関係をより明確にする対応が考え
られる。海外では，大規模な縦断的データを用
いた親の期待に関しての分析も報告されており

（Froiland, Peterson, & Davison, in press; 
Williams Shanks & Destin, 2009），わが国でも
これらと比較対照できるような調査が実現でき
ればなおよい。

また，AQからの直接の因果関係を想定した
子の側の認知より以前の段階で，親の側がかけ
る期待自体の多寡において子の自閉症スペクト
ラム傾向の影響が生じている可能性も考えられ
る。障害児のきょうだいに関する研究では，障
害児ではなく健常な子どものほうに過剰な期待
を か け る こ と が あ る こ と が 知 ら れ（ 吉 川, 
2001），また，親は中途障害児に対しては期待
を以前より下げる（Poznanski, 1973）。こう
いった知見を，連続性を想定する自閉症スペク
トラム仮説に合わせて拡張すると，子が保持し
ている，ないしは子が親に認識させる自閉症的
な性向ゆえに，親が期待を喪失したり，早期か
ら期待を形成しないままであったりするという
解釈も可能ではある。あるいは，自閉症スペク
トラムには遺伝的な側面があるという近年の議
論（鷲見, 2012参照）からは，子のAQが高い
ことは親の側にもそのような特性がある程度あ
ることが示唆され，これが子に期待するという
行動や態度の発現に響いている可能性も否定で
きない。ただし，これらの検証は容易ではな

く，子だけではなく親子双方を対象としペア
データとして対応させてのデータ収集および分
析が必須であり，また，ナイーブな性質を持つ
テーマを扱うことからは，倫理的な配慮にも十
分な留意が求められる。

3 点目として，本研究は大学生を対象とした
回顧的調査の手法を採っているため，期待の認
知自体というよりも，調査実施時点で想起され
た期待の記憶の質が反映されている可能性を挙
げておきたい。記憶には，忘却により欠損を起
こすのみならず，想起内容が自身に肯定的ない
しは快である方向にゆがむ性質もあることが広
く報告されている（Conway, 2005; 生駒, 2012）。
これは，人生上の経験を扱う調査研究では，質
問紙法であれ面接法であれ避けきれない限界で
はある。これに関しては，大学生に比べ親から
心理的にも，時間的，空間的にも分離している
程度の低い中学生や高校生を対象として，記憶
であるとはいえより近接しており明瞭であるこ
とが期待できるものを扱うことで，一定の改善
が図れよう。特に，中学生に関しては，今日で
も実証研究が十分ではないとされており（渡部
他, 2012），その点での意義も期待できる。
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